
 

平成 29 年度 オープンデータを活用した 

歩行者移動支援サービスに関する現地事業 

－ICT を活用したバリアフリー施策を実践しよう― 

応 募 申 請 書 

 

平成  年  月  日 

 

国土交通省総合政策局総務課長 殿 

 

 

  (フリガナ) 

団 体 名              印 

 

代 表 者  所 属・役 職 

(フリガナ) 

  氏 名         印 

 

所 在 地 

 

電   話 

 

 

平成２９年度オープンデータを活用した歩行者移動支援サービスに関する現地事業

の実施箇所募集要領に基づき、提案書を添付の上、応募申請書を提出します。 

 

 

連絡窓口 

〔住所〕〒 

 

〔連絡担当者〕 

所属・役職 

（フリガナ） 

氏  名 

〔電話番号〕 

〔メールアドレス〕 

資料２ 
（記入例） 



平成２９年度オープンデータを活用した歩行者移動支援サービスに関する現地事業 提案書 （別添） 

 １ 

 

（１）応募者等 

団体名称（市区町村名又は協

議会名を記載。） 

○○市または、△△協議会 

関係機関・部署（協議会で応募申請する場合、予定している全ての団体について記載。） 

機関名（協議会で応募申請す

る場合、協議会の参加機関を明

記。） 

 所属・役職 

○○商工会議所 

○○観光協会 

○○市 

… 

会長 

理事 

市長又は○○部長 ※協議会事務局 

 

（２）地域の課題・ニーズを踏まえた歩行者移動支援サービスのイメージ 

（地域の課題やニーズを具体的に記載。また、課題解決につながる歩行者移動支援サービスの内容、現地事業で収集・整備する
オープンデータの活用方法を記載。当該課題やニーズに関連して既に取り組んでいる施策があれば、その施策と連携の可能性
を具体的に記載。） 

【地域の課題】 
（現地事業を提案する市区町村において歩行者移動支援サービスの対象となる障害者や高齢者等の移動に関する地域の課題を
具体的に記載。） 

 

 

 

 

【ニーズ】 
（課題に対する歩行者移動支援サービスの展開に向けた地域のニーズを具体的に記載。） 

 

 

 

 

【歩行者移動支援サービスの内容】 
（地域の課題・ニーズを踏まえて、オープンデータを活用して将来的に地域に展開したい歩行者移動支援サービスの内容やシ
ステムの機能等を具体的に記載。） 

 

 

 

 

【現地事業で収集・整備するオープンデータの活用方法】 
（現地事業で収集及びデータ化を予定しているデータの種類とその活用方法を具体的に記載。） 
 

 

 

 

【関連して既に取り組んでいる施策の内容と連携の可能性】 
（地域で既に取組を実施している福祉や観光等の施策の内容や実施期間、進捗状況等を記載。また、既に実施している施策と

歩行者移動支援サービスを連携させ実施する可能性やその内容を具体的に記載。） 

 

 

 
 

※赤字は記載にあたっての留意点、青字は記載例です。応募申請書提出時には消してください。 



平成２９年度オープンデータを活用した歩行者移動支援サービスに関する現地事業 提案書 （別添） 

 ２ 

 

（３）事業の実施体制 

関係団体・部署（現地事業を実施するために予定している市区町村内の部署名や役割を記載。また、外部有識者や民間

企業等、関係団体が複数ある場合は、全て記載。） 

機関名 部署名 本事業における役割 

○○大学 

○○鉄道 

○○商工会議所 

ＮＰＯ○○ 

○○観光協会 

○○県 

○○市 

 

 

○○市 

株式会社○○ 

… 

□□学部 

□□部 

 

 

 

□□部 

□□部○○課 

 

 

□□□部△△課 

□□部 

… 

全体計画の立案 

データのリストアップ、データ収集 

データのリストアップ、データ収集 

データのリストアップ、データ収集 

データのリストアップ、データ収集 

データのリストアップ、データ収集 

全体計画の立案、実施体制の構築、データのリストサ

ップ、データ収集、データ整備、データ公開、運営会

議の開催、事業成果のとりまとめ 

全体計画の立案、実施体制の構築、データ収集 

データのリストアップ、データ収集 

… 

 

（４）取組内容 

（ア）データのリストアップ、収集の方法、収集対象とするデータの種類及び数量 

（歩行者移動支援に資するデータのリストアップ、収集の方法、収集対象とするデータの種類及び数量を記載。） 

【データのリストアップ及びデータの収集】 
（歩行者移動支援サービスの創出に資するデータを所有する市区町村の各部署や関係団体の協力のもと、データのリストアッ

プする方法を具体的に記載。また、市区町村の各部署や関係団体がリストアップしたデータを効率的に収集する方法等に地手

記載。） 

 

 

 

 

【収集対象とするデータの種類及び数量】 
（現地事業で収集しオープンデータ化を予定している歩行者移動支援サービスの創出に資するデータの種別や内容、入手先、

ファイル形式、その数量等を記載。） 

種別 内容 入手先 ファイル形式・数

量 

公共施設のデー

タ 

緯度・経度、名称、連絡先、トイレ

の有無・種別、身障者用駐車場の有

無、視覚障害者誘導用ブロックの有

無 

○○市●●課 
・形式：csv 

・数量：50 施設 

避難場所・避難

所のデータ 

緯度・経度、施設名称、所在地区名、

避難所・避難場所の種別 
○○市●●課 

・形式：Excel 

・数量：20 施設 

バス停のデータ 緯度・経度、名称、時刻表 △△バス株式会社 
・形式：csv、pdf 

・数量：20 停留所 

    
 

 

※赤字は記載にあたっての留意点、青字は記載例です。応募申請書提出時には消してください。 

 



平成２９年度オープンデータを活用した歩行者移動支援サービスに関する現地事業 提案書 （別添） 

 ３ 

（イ）データ収集及び整備を行う対象エリアとその考え方（収集するデータ、整備する歩行空間ネット

ワークデータ及び施設データの対象エリアと、対象エリア選定の考え方を記載） 

対象エリア ○○県○○市○○地区  （対象面積 約○○㎢） 

【対象エリア選定の考え方】 
（地域の課題やニーズを踏まえて、対象エリアとする地区に歩行空間ネットワークデータや施設データの整備が必要な理由を

具体的に記載。） 

 

 

 

 

 

【対象エリア】 
（地図上に現地事業の対象範囲を記載。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）将来のデータのメンテナンス・利活用促進 
（現地事業で収集・整備するデータの更新頻度や更新を実施する主体、更新方法等を現時点で想定する内容を具体的に記載。

また、歩行空間ネットワークデータ等の利活用の促進を図り、サービス創出につなげるための将来的な取組方針を具体的に記

載。次年度以降、アイデアソン等のイベントを計画している場合、実施内容や実施主体、実施時期等を記載。） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

※赤字は記載にあたっての留意点、青字は記載例です。応募申請書提出時には消してください。 

 

 

 

 

 

 

 

対象エリア図 

※赤字は記載にあたっての留意点、青字は記載例です。応募申請書提出時には消してください。 



平成２９年度オープンデータを活用した歩行者移動支援サービスに関する現地事業 提案書 （別添） 

 ４ 

（６）オープンデータに関する取組状況 
（市区町村におけるオープンデータ化の状況、推進体制、オープンデータのメンテナンス、現地事業で収集・整備するデータ

をオープンデータ化する方法等を記載。） 

【オープンデータ化の状況】 
（市区町村における現状のオープンデータに関する取組の検討状況や取組状況を具体的に記載。） 

 

 

 

【オープンデータの推進体制】 
（市区町村におけるオープンデータに関する現状の推進体制を具体的に記載。外部有識者等と協力して実施している場合には、

外部有識者等の関係者についても記載。） 

 

 

 

【オープンデータのメンテナンス方法】 
（市区町村における現状のオープンデータのデータ更新を実施する役割や頻度等のデータメンテナンスの方法について具体的

に記載。） 

 

 

 

【現地事業で収集・整備するデータのオープンデータ化の方法】 
（現地事業で収集・整備するデータをオープンにするデータサイトや想定するデータ形式等を記載。また、オープンデータ化

する際にデータ利用者がデータを利用しやすくするための工夫等があれば具体的に記載。 

 

 

 

【オープンデータの利活用に関する取組の予定】 
（現地事業で収集・整備するデータの利活用促進を図るために今年度実施予定のアイデアソンやハッカソン等のイベント等が

あれば取組の内容、実施時期を記載。また、イベント開催の他、データの利活用を促進し、多様なサービス創出につながるよ

う、2020（平成 32）年やソン先を見据えて想定している取組内容があれば具体的に記載。） 

 

 

 

 

 


